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ク2チョウガイ藍

イエロー養殖真珠の鑑別

シヱーンエレン

ウロチョウガイ(学名:円ncta由 margaritife用、別名

ブラックリップ)は通常、フレンチポリヰシアで黒真珠の

餐殖に用いられるが、美しく大きな饗殖真珠ー特にイエ

ローーも産する。 700nmの吸収特徴をもとに、このイエ

ロー養殖真珠と、南洋でシロチョウガイ(学名:円出白白

maXlma，別名，シルバーリップ、ゴールドリップ)か

ら産するよりありふれたイエロー養殖真珠を譲別すること

ができる.この吸収特徴は従来、ブラッウ色素に由来す

るとされており、また、 クロチョウ';Ij.イ産ブラッウ養殖真

珠の鑑別特徴と言われてきた。 330-385nmの紫外線

領域における別の吸収特徴は、クEチョウ;1}・イ室養殖

真珠のイエローカラーが天然であることを示している.

1990年代後半まで、大粒の養殖真珠を用いたストランド

は、ホワイト、イエロー、グレーまたはブラックの単色の状

態で販売されるのが一般的であった (7"，.{Ij'ーマン、 1999)。

ホワイトおよびイエローカラーはシロデzクグイ1こ由来し、

グレーおよびプラックはクロデョクグイ1こ由来している。しか

し、クロチョウガイからはほかにも様々なカラーの養殖真珠

が産する(たとえば、図1を参照)。パステルカラーの多

くは従来、使用に適さないとみなされていたため、 7 ノレチ

カラー養殖真珠のストランドが登場し、その人気が上昇し

たことは、クロデzクグイ産真珠の養殖を行っている業者に

とって思いがけない朗報であった (7ェイダーマン、 1998.)。現

在、流通している7ノレチカラーのストランドは、 シロデgク
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グイ径とクロデョクグイ径が混在している場合や (7ェイグーマ

ン、 1998b)、クロチgクグイ径のみで構成されている場合

がある。後者には、イエロー、グリーニッシュイエロー、

ブラウニツシュイエロー、グレイッシュイエローのうちのい

くつかが含まれることがある。そのために、上記のクロチョ

ウガイ産養殖真珠の中には、類似色のシロデsクグイ窪養

殖真珠との識別が困難なものがある。

真珠を産した真珠貝の穏の識別は業界で大きな問題に

なりつつある。淡水、南洋、「タヒチ産」、アコヤ養殖真珠

を、大きさ、形状と色のみで識別することは、最近まで比

較的容易であったo しかし、かつては養殖真珠の種類ごと

に明確に分かれていたこれらの特徴は、現在はかなり重複

するようになってきている。ただし、養殖真珠の品質グレー

ディング基準は、真珠貝の種ごとに異なる場合が多い。た

とえば、ブラック養殖真珠をタヒチから輸出する際に認めら

れる真珠層の厚さはO目6mmである (2002年7月 31日に

0.8mmに変更予定;r真珠の厚さに関する規制ー.J、

2001)。しかし、アコヤガイから産するアコヤ養殖真珠に

ついては、真珠層の年間平均堆積速度の都合で約4年の

養殖期間が必要とされるため、こうした条件は適用されな
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マルチカラー餐殖真理豊の人気

が上昇するにつれて、多種

多様なカラーーイエローの

様々なゑ合い圭含むーのヲロ

チョウガイ産養護真義が帯場

に登場している.左のストラン
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いはずである。母貝の鑑別は処理の識別にとっても重要で

ある。たとえば、染色ブラックアコヤ養殖真珠と、レイン

ボーマベガイ(学名:Pteria sterna、別名:グ"".;<タンクイ

ンク箕珠貝)から産した天然色プラック養殖真珠を識別する

場合などがそうである。ともに大きさ、形状、色が類似し

ているが、著者は、 620nmの強い蛍光を示すのが後者の

みであることを観察によって確認している。

本研究では、グロデzグ";f/.￥雀イエロー養殖真珠に固有

の吸収特徴が、母貝と天然色・色処理の別を確認する際

に有効であるかどうかを調査する。また、クロデzクグイ産

グレーまたはブラック養殖真珠を調べるときに、さらに検査

を行ってプラックが天然色であることを確認する必要があるこ

とも実証する。

背景

クロデzクグイの貝殻に見られる際立った特徴は、貝殻

内側でホワイト真珠層の外側の周辺部にブラックから暗いグ

リーン真珠層が存在することである。この『ブラックリップ」

により、母貝は美しいブラックおよびグレー養殖真珠を生産

することが可能になる。 クロデzクグイ1こよっては、イエ

ロ一真珠層も形成され、 中央のホワイト真珠層と周辺部の

ブラック真珠層との聞に見えることがある(図2)。イエロー

カラーが存在する場合でも、貝殻の内側に見えるとは限ら

ず、外側の表面を研磨して初めて見えることもある。また、

タロデgクグイ1こ固有の暗いグリーンまたはブラックの周辺真

珠層が見られず、代わりにイエロー真珠層が存在している
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場合や (N.シムズ、私信、 2001)、(稀に)ホワイト真珠層

しか見られない場合もある(赤松蔚、私信、 2∞1)ロ

グロデsク1ゲヂでは真珠層のカラーと明瞭なオーノ〈ートー

ンの組み合わせが様々であるために、形成される養殖真

珠のカラーも多様であり、その多くは柔らかな色やノミステ

ノレカラーである。天然、養殖の別を間わず、クロチョウガ

国 Z

ワC'lテミ勺苛4由真琢磨はたいてい、窓辺がブラッヲもし〈は稽

いグワーンで中央がホワイトであるが、珍しい組み合わせが見

られることもあり、写真ではホワイトからイエロー、 ブラッヲに設

婚約に変化している.写真I主義訟量産提供.
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写真に示す差殖真珪 (11.5-12.0m叫泣いずれもヲロチョウ

ガイから援取されたも由で、 今週の研究で綾査したカラーの一

部が含まれている.写真はマハ事ノアス撮量I!i.

イから採取された天然色のグレーおよびブラック真珠では、

700nmに特徴的な吸収が出現する(小松および赤松、

1978)ロこの特徴ークロデョクグイでしか確認されていない

(三好その他、 1987)ーには、 405nmと495nmの吸収特

徴も付随することが多い。ただし、 3つの中では一般に

700nmの特徴が最も顕著である。 405nmの特徴 ソーレ一

帯とも呼ばれる(プリトン、 1983)ーは、ポノレプイリンに閤有

のものである(岩橋および赤松、 1993)。ポルフィリンは本

来、テトラピローノレ色素一一般に「生命の色素」と呼ばれ

るーを発生する。これは、 自然界の中で最も明瞭な蛍光

を放っ成分の一つである(ギjt-jj¥'_、 1990;ミルク・ロム、 1997)。

700nmの特徴については、クロチョウガイに存在するプ

ラック色素が原因とされてきた(コエ師、 1993).700nmの吸

収とクロデョクグイのブラック色素沈着の原因を明らかlこす

る試みが幾度か行われているが(三好その他、 1987;ブヲ

ンおよびシ.ヤホ・ール、 1988)、明確な結果は出ていない。タロ

デョクグイ内のメラ=ンを確認する試みが常になされている

が成功していない(プランおよびシ.守ホ.ール、 1988)。なぜな

ら、メラニン(レッド、イエロー、ブラウンまたはプラックカ

ラーをもたらす自然界の不溶性の高分子物質に用いられる

用語)には特定の化学構造がないからである (7'9トン、

1983)。ユーメラニンとフェオメラニン(メラニンの一種)の

双方が存在するのではないか(カセイロ、 1993)、あるいは、

『珍しいJ種類のメラニンが原因ではないかと言われている

(F.7ヲン、私{言、 2001)。

グレーおよびブラック真珠に対する需要が増大bているた

めに、養殖真珠の中には、黒い染料や銀塩で処理されて

いるものや、類似の色をもたらすために照射が施されてい

るものもある(カ」イルおよびダーラム、 1989)。こうした処理
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を施しても 700nmの吸収特徴は生じないため、この特徴

の存在はブラックカラーが天然であることを証明するために

しばしば活用されている(ケヰテ・ィその他、 1994)..ただし、

この検査法は、色の冴えないクロチョクグイ箆養殖真珠に

処理が施されていなし、ことを前提としていることから、信頼

性が低い。タヒチ政府は輸出対象の養殖真珠の品質を厳

しく規制しているが、フレンチポリネシア以外では、クロ

デョクグイ窪養殖真珠にそうした厳密な基準を必ずしも適用

していないところもある(fフィジー初の採取 J、2001)。

ゴールドリップから採取されたイエロー養殖真珠に関す

る最近の研究の結果、 330-385nmの紫外線領域の吸収

特徴が天然色の証拠になりうることが判明したいレン、

2∞1)。この特徴は、クロデgクグイから採取された類似色

の養殖真珠にも当てはまると恩われる。現在のところ、クロ

デョクグイ百訟ら産した色の冴えないホワイトおよびイエロー

養殖真珠のイエローカラー改善を目的とした処理が施され

た例は報告されていない。 しかし、 ゴーノレド pップから採

取された養殖真珠を対象とする処理(エレン、 2001)は、ク

ロデョクグイ窪養殖真珠にも応用できるはずである。

素材および検査法

今回の研究では、合計29個のイエロー養殖真珠(直

径 10.1-14.8mm)の特徴を調べた。いずれも、クロデョ

クグイから採取された天然色真珠と言われていた。カラー

には、明るい~中位のイエローのほか、グリーン、ブラウ

ンまたはグレーがかった明るい~暗いイエローがあった(た

とえば、 図3を参照)。 ドリノレ穴の開いていない 10個につ

いては、フレンチポリネシアの養殖場から直接入手し、ド

リノレ大の開いた19個については、タロデgクグイ窪養殖真

珠の評判のよい業者から入手した (r謝辞Jを参照)。 内

面にイエローの真珠層が見られるクロデzクグイの員殻サン

プノレについては、今回は2個しか確保することができな

かった。これらの貝殻の明るいおよび中位のイエロー真珠

層サンプノレを原位置で検査した。

クロデsクグイから養殖されたホワイト真珠2個およびプ

ラック真珠2個と、クロデgクグイのホワイト真珠層原位置サ

ンプノレ2個について調べ、クロデzクグイのイエロー真保層

サンプル2個と比較した。

すべてのタロデgクグイ箆養殖真珠を宝石学用双眼顕微

鏡で検査した結果、色処理の明確な形跡は認められな

かった。

各サンプノレについて、 日立4∞l型紫外線・可視光線

分光光度計を用いて250-800nmの反射スベクトルを収集

し、また、 UVP型 8100AP長波紫外線ランプを用いて蛍

光を観察した。この反射スベクトノレと、過去の研究用に入

手したクロ角クグイから採取した類似色の真珠層サンプノレ

と養殖真珠サンプノレのデーターエレン (2001)に報告の通

りーを比較した。
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結果ー紫外線・可視光線反射スベクトルと紫

外線蛍光

クロデョクグイのイエロー真珠層サンプノレではともlこ、 2 

つの特徴 330 ~ 385nm の紫外線領域の特徴と、 385~

460nmの可視光線領域の特徴ーからなる 330~460nm の

広い吸収帯が認められた。 700nmに別の弱い吸収が記録

されたのは、中位のイエロー真珠層サンプノレのみであった

(図4および表1)。このサンプノレは中位のグリーニッシュブ

ラウンの蛍光を示し、極めて明るいイエロー真珠層は明る

いイエローの蛍光を示した。 クロデョクグイのホワイト真珠

層サンプルでは、 330~460nm領域、 495nm、 700nm に

まったく吸収特徴が出現しなかった。また、強く極めて明る

いイエローの蛍光を示した。

表1を見るとわかるように、検査対象のクロチョクグイ産

養殖真珠の大半において、 700nmに中位~強い吸収特徴

が出現した(図5および図的。例外は、ホワイトサンプノレ

2個と極めて明るいイエローサンプノレ3個であった。極め

て明るいイエローサンプノレ3個中2個では、 700nmに弱い

吸収の肩が認められ、 1個では吸収特徴はまったく確認さ

れなかっtco 29個のイエローサンプノレ中 16個では495nm

に中位~強い吸収特徴が出現し、 8個では495nmに弱い

特徴が存在していた。これらのサンプルのすべてにおい

て、蛍光が明るいイエローまたは明るいブラウンからグリー

ニッシュイエロー、グリーニッシュブラウン、もしくはレ

ディッシュブラウンにわたっていた。

国 4.

写真に示す反射スベヲトルI主、 。ロチョウガイとシロチョウガイ由

貝量から探取されたホワイトおよびイエロー莫議輝サンプルfこ劃

するも由である. それぞれ由カラーに対応するスベウトルI主、

330........S50nm鐙域ではほぼ思じであったが、 550-800nmで

は異なる場合が多かった.差L.it.畠み図1ま、 こ由儀雄を緩tこ拡大

して‘比較的暗い守口チョウガイ産サンプ";1-で莞品れた700n，聞の

弱い吸収特徴が、 シロチョウガイ産サンプルでしばしば翠められ

た広い吸収と大き〈異なる様子を示したものである.

20個のクロデzク';Qイ箆イエローおよびグリーエッシュイ

エロー養殖真珠サンプル中、 17個において、イエロー真

表 1. ?ロチョウガイから採取された、イエロ一、ホワイト、ブラッタ養殖真珠

および真礁周のカラー、蛍光、吸収特徴の比較

吸収特徴 (nm)/サンプル数

クロチョウガイサンプルa 長渡韓外線量光 サシプル総量
330-385 385・460330-430または 405 495 700 

330-460 

明るい~中位のイエロー 中位向強いゲリーニッシュブラ
およびゲリーニッシュイ ウン、ヴリーニッシュイヱ 16 16 16 。 。 12 16 
エローー ロー‘明るいブラウン、明るい

イエロー

明るい~暗いゲレイ‘見，ユ 覇い~強いイエロー、ブラウン‘ 9 。 。 9 9 9 9 
およびフラウニッシュイ ゲリーニッシュブラウン.レ
エロー ディ7/ュブラウン

極めて明るいイエロー 中位~置いイエロー 4 4 。 。 3 3 

ホワイト 強〈明るいイエロー 2 。 。 。 。 。 。
ブテノク 中位田レディッンュブラウシ 2 。 。 2 2 2 2 

ホワイト真去最周 強〈極めて明るいイエロー 2 。 。 。 。 。 。
イエロー真礁周 明るいイエローおよび中位由ゲ 2 2 2 。 。 。

リーン・ブラウン

町翼議書2と規程していない隈仏サシプル1;1:すベて聾殖真草で畠る.
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紫外線・可視光線反射

スベクトル(養殖真珠)
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特徴的なレディッシュブラウンの蛍光、ホワイトサンプル

では強く極めて明るいイエローの蛍光が確認された。

検討

今回の研究で検査したクロデョクグイ産イエロー養殖真

珠において、 2通りの明瞭な反射曲線ノミターンが認められ

た。両者では、スベクトノレの紫外線ないしプノレー領域にお

ける反射特徴が異なっていた(図的。一方は、イエロー

およひ・グリーニッシュイエローサンプノレに特有のもので、

330~385nm と 385~460nmの2つの吸収特徴から構成さ

れる330~460nmの広い吸収である。他方は、グレイッシュ

珠層サンプノレで観察されたもの(図4) に類似した、 2つ

の特徴からなる 330~460nmの広い吸収(図的が認めら

れた。このグループの残る3個 極めて明るいイエローー

では、 330~385nm領域に弱い吸収が出現しただけであっ

た。サンプノレの残り9個ープラウニッシュまたはグレイッシュ

イエローーでは、 405nmを極大とする、 330~430nmまた

は 330~460nm の広い吸収特徴が認められた(図6) 。

基準サンプノレに利用した2個のクロデョクグイ箆ブラック

養殖真珠では、 405nm、495nm、700nmの強い吸収と、

330~430nmの広い吸収が出現した。これらの特徴は、一

部のグレイッシュおよびプラウニッシュイエローサンプルで

記録されたものに似ていたが、プラックカラーのために吸

収全般がはるかに強かった(図的。 2個のホワイト養殖真

珠のスベクトノレは2個のホワイト真珠層サンプルのものに似

ており、いずれも、 330~ 700nmには吸収特徴はまったく

出現しなかった(図4および図的。ブラック養殖真珠では

タロチョウガイ産およびシロチョウガイ産養殖真珠のカラーと吸収特徴の概要表 2.

吸血特徴の有無 (nm)

700 495 405 330...... 430または

330.... 460 
385-460 330・385カラー種

的

無

般

有

-m
鵬

有

-m
無

有

無

無

有

-m
有

無

-m
有

無

ホワイト
イエローおよびゲリーニッシュイヱロー
ブラウニッシュおよびグレイッシュイエロー

クロチョウガイ

タロチョウガイ

クロチョウガイ

無

無

無

線

無

無

無

無

然

有

無

有

ホワイト
イエロー

シロチョウガイ

シロチョウガイ
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またはプラウニッシュイエローサンプノレで認められたもの

で、 405nmを極大とする330~430nmの広い吸収特徴であ

る。 3番目のパターンは、同じく405nmを極大とする330~

460nmの広い吸収であるが、これは上記の2パターンの中

間に該当するように思われる(図的。

クロデョクグイ産のイエロー養殖真珠 17個とイエロー真

珠層で認められた330~460nm の2つの特徴は、過去の

研究(ヱレン、 2∞1) においてシロデsクグイ径の天然色イ

エロー養殖真珠とイエロー真珠層で確認された類似の吸収

特徴(図4および図的と一致している。具体的には、シ

ロデzクグイ径天然色イエロー一色処理イエローではない

養殖真珠において330~385nmの特徴が出現した。クロ

デgグ7.t:イEシロチョク7.t~こおいて、同じズークロム(動物

界に自然に存在する色素分子，ニーダム、 1974)がイエロー

の色因となってしもと恩われるロしたがって、クロデgクグイ

産イエロー真珠のスベクトノレにこの紫外線吸収特徴が存在

することは、イエローカラーが天然であることを示している

はずである。研究したクロデョク7.t:イ箆イエロー養殖真珠の

ほぼ3分の1にこの特徴が見られなかったが、これらのサ

ンプノレは、 「純粋な」イエローもLくはグリーニッシュイエ

ローというよりプラウニッシュあるいはグレイッシュイエローに

近かった(図6)。

2個のクロデョ夕方与径の極めて明るいイエローサンプ

ノト一真珠層1個と養殖真珠1個 で700nmの吸収特徴が出

現しなかったことは、クロデョク';fjイ径イエロー養殖真珠の

中にはこの特徴を示さなしものがあることを意味している。

文献で主張されているようにこの吸収がブラック色素の沈着

に由来するのであれば、(比較的暗い)中位のイエローの

真味貝サンプノレで吸収が確認されたことはあながち意外で

はない。検査対象の真珠層サンプルでは、イエローカ

ラーはホワイト真珠層とブラック真珠層の聞に存在していた

が、その境界は明瞭ではなかった。明るいイエロー部分

はホワイト層の方に近く、中位のイエロー部分はブラック層

の方に近い。したがって、 中位のイエローの真珠層サン

プノレはブラック色素ー700nmの吸収をもたらしていると恩わ

れる をある程度取り込んだ可能性が極めて高い。これ

は、検査対象の明るいイエロー養殖真珠の一部におい

て、 700nmの極めて強い吸収特徴が出現したものがあった

ことと幾分矛盾してしも。イエローおよびブラックカラーを

もたらしている色棄を特定するには、とりわけ、 700nmの吸

収がイエロー、ブラックのいずれかの色素に宜接または間

接に由来しているかどうかを明らかにするには、さらに研

究を進める必要がある。

タロデgク'#-11こよっては、イエロー真珠層とブラック真

珠層が併存すると、貝殻の周辺部に暗いグリーニツシュプ

ラックーブラックではない一真珠層が生じる場合がある。

過去の研究(エレン、 2∞1)でシロデgクグイ窪イエロー

養殖真珠から収集したデータを検討すると、これらのサン

NOTESAND NEW羽 α到 IQUES

プノレの約20覧で695nmまたは720nmを極大とする極めて広

い吸収特徴が出現している(図4)。この吸収は、クロデg

Fクグイサンプノレで観察された700nmの特徴とは異なり、緩

めて広い(図4の差し込み図および図的。同じ研究にお

いてシロデョクグイ震のイエロー、オレンジィイエロー、グ

リーニッシュイエローサンプノレで確認された蛍光は、今回

の研究でほぼ同じカラーのクロデョクグイ箆サンプノレにお

いて見られた反応に似ている。過去の研究でシロデョクグ

イ径養殖真珠の天然色と色処理を識別する際に用いられた

蛍光基準は、この色相範囲のクロデzク';fj:イサンプノレにも

当てはまると思われる。

結論

イエロー養殖真珠の紫外線・可視光線反射スベクトノレを

見ると、そのスベクトノレがクロデgク7.t'-11こ由来するかどうか

が明らかになり、また、蛍光反応と考え併せると、色が天

然か処理によるものかを知ることができる。具体的には、

700nmの吸収特徴~495nmの吸収特徴を付随することが多

いーを示すイエロー養殖真珠については、クロデョクグイ

産であると明確に識別することができる(シロデz夕方イ径

養殖真珠との比較については表2を参照)。ただし、こうし

た特徴がなくてもクロデョクグイ箆ではないとは限らない。紫

外線領域の 330~385nm に別の吸収特徴が出現し、明る

いイエロー、グリーニッシュイエロー、グリーニッシュブラ

ウン、または明るいプヲウンの長波紫外線蛍光を伴った場

合も、イエローが天然色であることを示している。

天然または養殖のクロデzクグイ径グレーないしブラック真

珠において、 700nmの特徴は天然色の証拠であると過去

に報告されている。しかし、クロデgクグイ涯の色の冴えな

いグレーまたはイエロー養殖真珠にプラックカラーをもたら

すことを目的として処理が施される可能性は常に存在する。

それ故、他の検査を行わない場合、 700nmの吸収の存在

はタロデョク刀イ箆であることの証拠にしかならず、ブラック

が天然色であることの証拠にはならない。
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